
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体温計には，主に電子体温計と鼓膜や皮膚から発する赤外線量で測定

する非接触式体温計があります。水銀体温計については，水俣条約及び水

銀汚染防止法等により今後製造が禁止されます。 

 救急現場では，電子体温計を用いて腋窩検温法により体温を測定しま

すが，その際，いくつかのポイントがあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 体温計の測定値のみで判断するのではなく，傷病者の熱感の有無を確

認することも大切です！ 

救急☆３分トレーニング 
Ｖｏｌ．２８ 

  救急課 高度救急研修センター 

★体温計 

 この「救急☆３分トレーニング」は，救急隊員が日ごろ疑問に思っていることや，知っているようで知らない

こと，何となく他人に聞くのが恥ずかしいことなどを，分かりやすく，３分以内で解決するトレーニングです。   

 新しい隊員さんだけでなくベテランさんも，出動の合間にササッと御覧いただき，今後の救急活動に役立てて

ください。 

電子体温計 

約３０度の位置で挟む。 

（腋をしっかり閉じて皮膚を密着させる。） 

体温計先端の感温部を

腋の中心に当てる。 

汗は拭き取る。 

温度 

時間 時間 検温 

開始 

約20秒 約１０分 

平衡温 

平衡温を実測するためには，

約１０分必要 

温度の上がり方を分析し，

予測した平衡温を表示 

予測 

運動後や入浴後は高く

なる。 

健康な状態でも，体温

は日内変動している。 

約 30度 


